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おわりに
は じめに
釉下にコバル トで絵付けをした磁器は中国で青花磁器と呼ばれる。 日本では染付の名で知 ら
れるこの技法が,中国の景徳鎮窯で元時代後期に既に始まっていたと考えられるようになった
のは,1929年,R.L.ホブソン氏により元時代末期にあたる至正十一(1351)年の銘を持っ青
花の大瓶(デ ビッド財団蔵)が 取 り上げられたことによる。1950年にはJ.A.ポー プ氏がこ
の瓶(所 謂デビッド瓶)を もとにイランのアルデビル廟と トルコの トプカピ博物館の青花磁器
コレクションを比較,研 究 し,同様の様式を示す元時代青花の一群を選び出し,そ れらを至正
様式 と名付けた注1。
以後,青 花の技法が,中 国でどのように誕生 し,発展 したのかについて関心が高まるように
なった。青花誕生の始まった時期は,唐時代注2,宋時代注3といった見方 もあるが,今 のとこ
ろ青花の大量生産が開始されたのは,景徳鎮窯で元時代後期にあたる十四世紀前半頃であると
考え1られている。 これまでの中国にはない新 しい技法でありながら,ほぼ完成された青花とみ
られる至正様式まで,誕 生か らわずか数十年の間に到達 したと思われることか ら,ポープ氏の
研究以後,青 花がどのような契機で景徳鎮窯で始まったのか,そ の起源をもとめようとする研
究が盛んになった。低火度ではあるが,青 花と全 く同 じ原理の技法がイスラム圏では九世紀以
来作 られていることなどか ら,イスラムの影響下で青花は誕生したという説注4,また,中国国
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内の彩絵技法の影響を受けて青花が始 まったという説注5,景徳鎮窯内で青花以前にある青白磁
や枢府白磁 といったものか ら青花は誕生したという説注6等々 がある。
元時代後期の景徳鎮窯では,青花以外にも釉下に銅で絵付けをした釉裏紅と呼ばれる磁器 も
誕生 している。釉裏紅はその釉下彩の技法や文様が青花 と共通 しており,青花 と同 じ元時代後
期に始 まったと考え られる。技法や文様,器形からも,青花 と非常に近い関係であることは確
かであるが,両者はまた相違するところもある。現在伝世 しているものの殆 どは青花であり,
釉裏紅はごく少数である。絵付けは青花に比べて釉裏紅は簡素になる傾向がある。また装飾構
成で も,青花では器面全体に文様が緻密に充填 されているのに対 し,釉裏紅では文様が省略 さ
れがちである。すなわち青花と釉裏紅は器種も文様 も共通 したところがありながら,同時に異
なった様相を呈 している。では,元時代後期景徳鎮窯において,釉裏紅はどのような位置付け
がされるのであろうか。大きく二通 りの考えに大別できる。基本的に双方の考えとも,釉裏紅
が青花に比べて文様が単純で,装 飾構成が簡素な点を認あることでは一致 しているが,そ の解
釈で異なりをみせる。一つは,釉裏紅の絵付けのラフな点を,輸 出向けに量産 されたためであ
るとする考えである。元時代景徳鎮窯の磁器は,輸出品としての性格を持 っている。大型の青
花の多 くはイスラム圏に伝世 し,東南アジアにみ られる青花の多くは小品である。 しかし逆 に
釉裏紅の出土は東南アジアに集中 しており,イスラム圏ではほとんどみられない。っまり,釉
裏紅の絵付けが簡素であるのは,富裕なイスラム圏向けの青花とは異なり,供給先が小品中心
の東南アジアであったためであるという説である注7。
それに対 し,釉裏紅のラフな筆致で描かれる文様 と簡素な装飾構成 は,新 しい技法の始 まり
を示す ものである,と解釈する立場 もある注8。これは同時期に景徳鎮窯で焼成 されている青 白
磁刻花紅釉に注目し,釉裏紅はそれか ら誕生 し,のちの至正様式の青花をっ くり出 したという
説である。青花と釉裏紅のどちらが先に景徳鎮窯で誕生 したのかにっいては,これまで明確な
判断は避けられているようである注9。釉裏紅が青花に先行するという説は,青花の起源に関す
る諸説に一石を投 じたものといえよう。
以上のように,青花 と釉裏紅の関係にっいての考えは一様ではない。今回,青 花と釉裏紅の
比較を,上記の説を踏まえたうえで,次 の点に留意 して行なう。青花と釉裏紅の比較は,これ
まで特定の器種に絞 って行なわれたり,あるいは複数の器種か ら似通った文様 を抽出するとい
う方法で論 じられてきた。そこで今回は,両者の比較をより広範囲にかっ,数 量的に行なうた
め,現在図版等で紹介 されている資料から可能な限 りの作例を取 り上げ,表を用いて器種ごと
の比較を行なう注1°。その表に基づき,青花 に比べて釉裏紅の特長である,簡 素な装飾構成 は
初期的な段階ゆえに生 じたものであるのか,ま たは他の理由が考えられるのかについて考察す
る。青花 と釉裏紅を比較する際に,青花や釉裏紅より早い時期に景徳鎮窯で焼成され,両 者と
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文様面でも共通する点の多い青白磁や枢府白磁も参考資料としている。
1.青花匝と釉裏紅匝の装飾構成
甌(い)と は片口のことであり,元時代に流行 した器種である。表1で 青花匝と釉裏紅甌の
装飾構成を比較 し,それぞれの相違点 また共通するところについて検討する。
〈表1>a,青 花匯
外側面の文様 内側面 の文様 見込 みの文様 所 蔵 典 拠
10ラ マ式蓮弁文 ○蔓唐草文 ○霊芝風唐草文2(図64)
20ラ マ式蓮弁文 ○蔓唐草文 ○蓮束文 中国歴史博物館4(図22)
30ラ マ式蓮弁文 ○蔓唐草文 ○蓮束文 江西省博物館10(図23)
40ラ マ式蓮弁 文 ○花唐草文 ○蓮束文CPLinコ レクシ ョン17(図11)
50ラ マ式蓮弁文 ○花唐草文 ○兎霊芝文 大英博物館3(単 色 図146)
60ラ マ式蓮弁文-○ 花唐草文 ○蓮東文 広東博物館10(図24)
70ラ マ式蓮弁 文 ○花唐草文 ○蓮束文JeanGordonLeeコ レクション21(図133)
80蔓 唐草文 ○蔓唐草文 ○霊芝風唐草文 安徽省博物館14(86年 第6期)
b.釉裏 紅匝
外側面の文様 内側面 の文様 見込み の文様 所 蔵 典 拠
1×10波 文 ○鳳凰文 『1(図231)
2× ○波文 ○雁文 高安県博物館12・(図27)
3× ○雲文 ○雁文CPLinコ レクシ ョン17(図15)
4XO波 文 ○霊芝風唐草文 フィラデル フィア美術 館1(挿 図139)
5XO雲 文 ○兎霊芝文9(図11)
6不 明 ○波文 ○魚藻文1(挿 図140)
(文様 のあ る箇所 は○,無 い箇所 は×で表す。典拠中の数字 は文末の一覧を参照)
匝の外側面の文様の有無に関 して,青 花匝と釉裏紅甌に違いが見 られる。青花匯では全てに
ラマ式蓮弁文あるいは唐草文の文様が描かれているのに対 し,紬裏紅匝でほ文様は描かれない。
だが,見込みでは両者には共通する文様が見られる。霊芝風唐草文(図1,図2)と, .兎と霊
芝という同じモチーフを扱ったもの(表1a・No.5と表1b・No.5)であ る。釉裏紅が青
花と比較 して簡素な印象を与える大きな要因は,ほ とんどの器種を通 じて紬裏紅の器面の一部
で文様が欠如 しているか らである。匝の場合も,や はめ釉裏紅では外側面に文様が見られない。
また,釉裏紅匯には刻花で装飾された作例もいくっかみられる。だが,こ うしたことから釉
裏紅Gが 青花に比べて,初 期的な段階にあると即断するのは用心すべ きであろう。見込みに描
かれた主文様では,青花Lと 釉裏紅匝では共通する文様が描かれることか ら,両者の同時代性
は認められる。加えて,外 側面が空白であるのは,刻花技法が併用される作例だけでな く,ほ
とんどの釉裏紅匝に共通する特長である。以上のことから,釉裏紅匯の装飾構成が,青花 と比
較 して簡素であることは,必ず しもそれが初期的な作例である裏付けとはならないであろう。
釉裏紅匯にみられるこのような空白は,他の理由も考えられるように思われる。
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図1(表1a・No.1)
青花霊芝風唐草文匡 径17.5㎝
「陶磁大系41」よ り
図2(表1b・No.4)
粘襃紅霊芝風唐草文匡 径17.4ai
「世界鶏磁全集is遼・金・元」より
図3俵2a・No.8)
青花花唐草文玉壷
春瓶 高245㎝
「元代瓷器」より
図4(表2b・No.4)
穂裏紅折枝花卉文
玉壷春瓶高za.1嘸
[東洋陶磁大観12」よリ
図5(表2b・No.16)
蘓裏紅人物文玉壷
春瓶 高33,0cm
「元代瓷器」より
瓦r昏
図6(表3a・No.3)
青花龍文罐 高30.Ocm
「皇帝の磁器」よ り
、
図7(表3b・No.1)
粘裏紅花鳥文罐 高24.8cm
「青花黏裏紅」よ り
図8(表6a・No.¶)
青白磁麺花紅軸花文玉壷春窺 高30.5㎝
'YuanPaalainendStoneweaより
図10青自磁刻礫 粘敏 雇壷 高37伽
北京故宮博物院蔵
「元代瓷器」より
齒 齒
図9青 花龍文扁壷 高36.8㎝
V&A美 術 館蔵
畠o
riaitalBlu∈andWhite°よリ
図11(表4a・No,9)
青花仕丹唐草文梅瓶 高434錦
「世界蕎甦全集13逢・金・元1よリ
図12(表4b・No.1)
穂裏紅鳳凰文梅瓶 高3駐.5㎝
「世界陶磁全集」3遼・金・元」より
図13(表2a・No.15)
青 花 鳳 凰 文 玉 壷 春 瓶
"T
.0.C.S.voL3Tよ り
図14(表2b。No.!7)
釉裏紅飛鳥文玉壷春瓶 高28.9cm
凹丁
.0.C.S.vo1.37"より
図15(表2a・No.28)
青花折枝花卉文玉壷春穎 高25.Ocm
「文物'80年第5期 」よ り
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2.青 花玉壷春瓶 と釉裏紅玉壷春瓶 及 び青 白磁玉壷春瓶 の装飾構成
玉 壷春瓶 とは,胴 が膨 らみ,頸 が細 く しぼ られ,口 縁 が ラッパのよ うになる瓶で ある。青花 『
や釉裏紅 以外 で も,刻 花 や印花,堆 花 の技法 もみ られ る。表2で 青花玉壷春瓶 と釉裏紅玉壷春
瓶 の装飾 構成 の比 較を行 ない,両 者 の相違 を検討 す る。
〈表2>a.青花玉壷春瓶
口部の文様 頚部の文様 ・ 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 出光美術館2(図11)
20蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○蓮華文 ○ラマ式蓮弁文2(図57)
30蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○蓮池文 ○ラマ式蓮弁文CPLinコレクション17(図12)
40蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○鳳凰文 ○ラマ式蓮弁文2(図58)
50蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○鳳凰文 ○ラマ式蓮弁文 マルコス美術館10(図92)
60蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○海馬鳳凰文 ○ラマ式蓮弁文2(図59)
70蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○菊唐草文 ○ラマ式蓮弁文 富士美術館10(図96)
80蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○花唐草文 ○ラマ式蓮弁文10(図95)
90蕉 葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○花唐草文 ○ラマ式蓮弁文2(挿 図68)
100蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○花卉文 ○ラマ式蓮弁文 アレッッォ中世美術館2(挿 図72)
110蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○花卉文Oラ マ式蓮弁文 富士美術館10(図45)
120蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○雲肩蓮池文 ○ラマ式蓮弁文 ボストン美術館3(図73)
130蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 広東省博物館10(図102)
140蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○葡萄唐草文 ○ラマ式蓮弁文 大英博物館18(図4)
150蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○鳳凰文 ○ラマ式蓮弁文23(図41d)
160蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○花卉文 ○ラマ式蓮弁文23(図41d)
170蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○獅子文 ○ラマ式蓮弁文・河北省博物館1(図208)
18欠 ○ラマ式蓮弁文 ○雲肩蓮池文 ○ラマ式蓮弁文 大阪市立美術館2(挿 図70)
19欠 ○ラマ式蓮弁文 ○蓮池水禽文 ○ラマ式蓮弁文2(挿 図69)
20欠 ○ラマ式蓮弁文 ○蓮池文 ○ラマ式蓮弁文1(挿 図116)
210蕉葉文 ○花卉文 ○花卉文 ○ラマ式蓮弁文 梅沢記念館1(図207)
220花卉文 ○花卉文 ○蓮池水禽文 ○ラマ式蓮弁文 首都博物館10(図94)
230波涛水魚文 ○波涛水魚文 ○波涛水魚文 ○ラマ式蓮弁文10(図99B)
240人物文 ○人物文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 江西上饒市博物館10(図100)
250孔雀文 ○孔雀文 ○孔雀文 ○ラマ式蓮弁文10(図105)
260龍文 ○龍文 齒 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文10(挿 図26)
27xO蔓 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 台北故宮博物院5(図53)
28× ○蓮弁文 ○折枝花卉文x広 東省博物館14(8〔 〕年第5期)
b.釉裏紅玉壷春瓶
囗部の文様 頚部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
1x× ○鳳凰文 × マルコス美術館10(図170)
2× × ○折枝花卉文 × 首都博物館10(図171)
3× ○蓮弁文 ○折枝花卉文x出 光美術館10(図168)
4xO蓮 弁文 ○折枝花卉文 × メトロポリタン美術館3(単 色図62)
5× ○蓮弁文 ○折枝花卉文 × サンフランシスコ・アジァ美術館21(図167)
6xO蓮 弁文 ○折枝花卉文 ×15(15号38頁)
7× ○蓮弁文 ○折枝菊花文 × 大英博物館19(図101)
8xO蓮 弁文 ○折枝菊花文 × 景徳鎮陶磁館10『(図166)
9欠 ○蓮弁文 ○折枝菊花文Xジ ャカルタ博物館3(図45)
10× ○蓮弁文 ○詩文x大 英博物館18(図3)
11xO蓮 弁文 ○霊芝兎文 × 北京故宮博物院11(図586)
12不明(金属蓋)○ 蓮弁文 ○鳳凰文 × ジャカルタ博物館3(図44)
13x-一 〇蕉葉文 ○人物文x・10(図163)
14× ○ラマ式蓮弁文 ○雲鶴文 × 高安県博物館12(図28)
15× ○ラマ式蓮弁文 ○鳳凰文 × 江西省博物館P10(図165A)
160格子文 ○ラマ式蓮弁文 ○窓絵人物文 × 上海博物館10(図165B)
170蕉葉文 ○ラマ式蓮弁文 ○飛鳥文 ○ラマ式蓮弁文23(図42a)
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c.青白磁,白釉玉壷春瓶
口部の文様 頚部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
1x× ○折枝花卉文 × 大英博物館18(図1)
2× ○蕉葉文 ○花卉文O蓮 弁文 メトロポリタン美術館3(単 色図58)
3xO蕉 葉文 ○牡丹唐草文 ○蓮弁文7(図90)
4xO蕉 葉文 ○折枝花卉文 ○蓮弁文C.P.Linコ レクション17(図5)
5× ○蕉葉文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 中国歴史博物館13(図125)L
6xO蕉 葉文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 北京故宮博物院10(図369A)
7× ○蕉葉文 ○龍文.○ ラマ式蓮弁文.ロイヤル・オンタリオ博物館16(図3)
8xO堆 花蓮弁文 ○堆花花卉文 × フィッツウィリァム美術館1(挿 図105)
9× ○ビー ズ飾り蓮弁文 ○ビーズ齣窓絵花卉文 ○ラマ式蓮弁文 アイルランド国立博物館1(図43)
10× ○ビー ズ飾り蓮弁文 ○ビーズ飾り窓絵鵤文 ○ラマ式蓮弁文 大阪市立東洋陶磁美術館1(挿 図106)
11欠 ○ビー ズ飾り蓮弁文 ○ビーズ齣窓絵肝文 ○印花ラマ式蓮弁文 ジャカルタ博物館3(図40)
12不明(金属蓋)○ ビー ズ飾り蓮弁文 ○ビーズ齣窓絵花卉文 ○ラマ式蓮弁文 ジャカルタ博物館3(図39)
13不明(金属蓋)○ ビー ズ飾り蓮弁文 ○ビー ズ飾り花卉文 ○ビーズ飾り蓮弁風文V&A美 術館1(図181)
d.青白磁刻花紅釉玉壷春瓶
口部の文様 頚部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
1× × ○花文xデ ヴィッド財団16(図23)
2× × ○花文 × 北京故宮博物院10(図161B)
3x× ○鳳凰文 × 大和文華館1(挿 図135)
4× × ○鳳凰文 × 松岡美術館10(図161C)
5× × ○鳳凰文 ×10(図162)
6× × ○兎霊芝文x北 京故宮博物院10(図161A)
(文様のある箇所は○,ない箇所は×,欠は欠損を示す。典拠中の数字は文末の一覧を参照)
玉壷 春瓶 で も,釉 裏紅 にお ける文様 の欠 如が明 らかに認 め られ る。表2か らは,全 体的 に文
様 が充填 されて いる図3の ような青花玉壷 春瓶 に対 し,釉 裏 紅玉壷春瓶で は若干 の例外 をのぞ
き,図4の ようにほとん ど口部 で文様 が欠 如 してい るのがわか る。加 えて裾部 に も文様が ほ と
ん どみ られない。釉 裏紅玉壷春瓶 に見 られ るこのよ うな文様帯 の空 白は,技 法 の初期的 な段階
を示唆 して いるようにも受 けとれ る。 これまでに も釉裏紅 の頚部 の蓮弁文 が,そ れよ り早 くに
作 られた と思われ る ビーズ装飾 を持 っ玉壷 春瓶 の頚部 の蓮弁文 と似通 ってい る点 が指摘 されて
い る注ll
だが,こ こで釉裏紅玉壷春瓶 の裾部 に注 目 したい。図5の 繁縟 な装飾 の釉裏 紅玉 壷春瓶 は,
おそ らく元末 の ものか,あ るいは明初 の もので ある可能性 も考 え られ る注12。だ が,そ の他 の
釉 裏紅 玉壷 春瓶 と同様 に,や はり裾部 に文様 は見 られない。 こう した作例 は,必 ず しも釉裏紅
玉壷春瓶 に見 られる文様 の欠如 の全てが,時 代的 な理由で片付 け られない ことを示 してい る。
また,釉 裏 紅や青花以前か ら景徳 鎮窯で焼成 されて いる青 白磁等 の玉壷春瓶 で は裾部 に文様 が
あ るの に(表2c),そ の後 に誕生 した と思わ れ る釉裏紅及 び青 白磁刻花紅 釉 で は裾 部 に文様
が み られな いの も奇妙 に思われ る。以上 の ことか ら,青 花や青 白磁玉壷春瓶 と比較 して,釉 裏
紅玉壷春瓶 に顕著で ある文様 の欠 如 は,何 か別 の理 由があ るので はないか とい う疑 問が生 じる。
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3.青 花罐 と釉裏紅罐,及 び青 白磁罐の装飾構成
罐 とは丸みを帯 び横 に広 く肩部 の張 った大型 の壷で あ る注'3。表3で 青花 罐 と釉裏 紅罐 を比
較 し,両 者 の相違 にっ いて考察す る。
〈表3>a.青花罐
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10龍 文 ○龍文 ○波涛文 東京国立博物館10(図67)
20ラ マ式蓮弁文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文10(図68)
30花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 出光美術館8(図203)
40花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 高安県博物館 ・12(図11)
50花 唐草文 ○人物文Oラ マ式蓮弁文 出光美術館1(図54)
60花 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文10(図64)
70花 唐草文 ○人物文Oラ マ式蓮弁文1(図193)
80花 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文10(図62B)
90花 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文10(図63B)
100ラマ式蓮弁文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 出光美術館1(図191)
110花唐草文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文12(図22)
120龍文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 北京故宮博物院10(図73B)
130花唐草文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 東京国立博物館.3(単 色図111)
140魚藻文 ○魚藻文 ○ラマ式蓮弁文 トプカピ博物館10(図70)
150花唐草文 ○魚藻文 ○ラマ式蓮弁文 大阪市立東洋陶磁美術館1(図56)
160孔雀文O孔 雀文 ○ラマ式蓮弁文 イラン国立考古博物館3(単 色図179)
b.釉裏紅罐
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10ラ マ式蓮弁文 ○窓絵花鳥文 × 高安県博物館12(図26)
20ラ マ式蓮弁文 ○窓絵花鳥文 × 安徽省博物館10(図182)
30ラ マ式蓮弁文 ○窓絵祈雨文 ○弦文 揚州文物商店10(図180)
c.青白磁罐
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 韓国国立中央博物館1(図187)
20花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 サンフランシスコ・アジア美術館1(挿 図103)
30蔓 唐草文 ○龍文 ○蔓唐草文 山東省博物館10(挿 図68)
d.青白磁刻花紅釉罐
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 .典 拠
10蔓 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 江蘇省博物館12(図24)
20ラ マ式蓮弁文O鳳 凰文 ○ラマ式蓮弁文 大和文華館10(図179)
(文様のある箇所は○,ない箇所は×で表す。典拠中の数字は文末の一覧を参照)
表3を 参照す ると,青 花罐(図6)や 青 白磁罐,青 白磁刻花紅釉罐で は,器 面 の全 てに文様
が描 かれて いる。 それ に対 し,図7の よ うな釉裏紅罐 では三点 中二点の裾部 で,文 様 が欠如 し
て いる。残 る一点 の裾部の文様 も,青 花 や青 白磁 の罐 に多 くみ られるラマ式蓮弁 文で はな く,
波文 風の弦文が描 かれ る。胴部 の主文様 に関 して は,青 花罐 と釉裏紅罐で,共 通 する ものは見
られ ない注1㌔青花罐 と釉裏紅罐,そ して青 白磁罐,青 白磁 刻花 紅釉 罐 の装飾構 成 を比較 した
結果,罐 にお いて もや はり釉裏紅 で は器面 の一部 で文 様 の欠如がみ られ る。 しか し,釉 裏紅罐
の肩部 や胴部で はかな り細部 まで絵付 けがされて いる ことか ら,裾 部の文様 の欠如が技法 の初
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期的段階ゆえ に生 じてい るもの とは考 えに くい。 また,青 花や釉裏紅以前 よ り早 い時期 の もの
で あると思 われ る青 白磁罐 は,裾 部 に文様が あ らわ され る。 この ことか ら,釉 裏紅罐 の裾部 に
み られ る文様の欠如 には,他 に何 か理 由が あるので はないか とい う疑 問が生 じる。 この疑問 に
関 して は,後 に取 り上 げることとす る。 ここで青 白磁刻花紅釉 にっ いて少 し触 れてお きたい。
青 白磁刻花紅釉 は,図8の ような玉壷 春瓶 では,釉 裏紅 に非常 に近 い装飾構成 を示 してお り,
その ことはこれまで に も指摘 されてい る注15。しか し,表3dの 青 白磁刻 花紅 釉罐 や,青 白磁
刻花紅釉扁壷(図9)は 青花 の ほうによ り近 い装飾構成 を示 して いる(図10参照)。 青 白磁刻
花紅釉の景徳鎮窯 にお ける位 置付 けは,今 後 さ らに研究が必要で あると思 われ る。
4.青 花梅瓶 と釉裏紅梅瓶 及び青 白磁梅瓶の装飾構成
梅瓶 とは,口 径が小 さ く,肩 部 が豊 かに張 り,裾 部がす ぼまった形 を した瓶 の ことであ る。
表4で 青花梅瓶(図11)と 釉裏紅梅瓶(図12)を 比較 し,両 者 の相違 について検討す る。
〈表4>a.青花梅瓶
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10雲 肩花卉文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 大英博物館3(図39)
20鳳 凰唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 高安県博物館10(図79)
30鳳 凰唐草文 ○窓絵人物文 ○ラマ式蓮弁文 湖北省武双市文物商店10(図83)
40花 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文V&A美 術館1(図202)
50花 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 ボストン美術館10(図84)
60花 唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 ボストン美術館10(図85)
70ラ マ蓮弁と花唐草文 ○人物文 ○ラマ式蓮弁文 南京市博物館10(図81)
80雲 肩蓮池文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 高安県博物館10(図80)
90麒 麟唐草文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文1(図200)
100花唐草文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 大阪市立東洋陶磁美術館10(図88)
110雲肩花r文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 ボストン美術館3(図74)
120ラマ蓮弁と花唐草文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 上海博物館10(図86)
130ラマ式蓮弁文 ○松竹梅文 ○ラマ式蓮弁文 出光美術館10(図89)
140花唐草文 ○牡丹唐草文 ○ラマ式蓮弁文 イラン国立考古博物館3(図88)
b.釉裏紅梅瓶
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10雲 肩飛鳥文 ○牡丹鳳凰文 ○ラマ式蓮弁文 大和文華館1(図206)
20雲 肩飛鳥文 ○牡丹鳳凰文 ○ラマ式蓮弁文MOA美 術館8(図213)
C,青白磁梅瓶
肩部の文様 胴部の文様 裾部の文様 所 蔵 典 拠
10花 唐草文O龍 文 ○ラマ式蓮弁文 ボストン美術館1(図41)
20花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 江西省博物館10(図363)
30花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 韓国国立中央博物館1(図187)
40花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 大英博物館18(図2)
50花 唐草文 ○龍文 ○ラマ式蓮弁文 出光美術館1(挿 図102)
60蔓 唐草文 ○龍文 ○蔓唐草文 山東省博物館1(挿 図141)
(文様のある箇所は○で表す。典拠中の数字は文末の一覧を参照)
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梅瓶は,釉裏紅の作例が非常に少ないが,こ れまでみてきた器種とは明らかな違いが,表4
からわかる。器面の一部における文様の欠如が,こ れまでに見てきた釉裏紅の特長であった。
しか し釉裏紅梅瓶は,青花や青白磁梅瓶と同 じように器面全体に文様が描かれる。特に,釉裏
紅梅瓶の裾部で,青 花や青白磁と同 じラマ式蓮弁文が描かれていることが注目される。
以上甌,玉壷春瓶,罐,梅 瓶の四っの器種を取 り上げ,青花と釉裏紅それぞれの文様や装飾
構成についての比較を行った。梅瓶以外の器種では,絵付けの丁重な青花に対 し,釉裏紅は描
線がやや粗 く,また装飾構成や文様が簡略である。釉裏紅で文様が簡素であるのは,新 しい技
法の初期の段階ゆえに,器面全体の装飾構成がまだ始まってお らず,そ のために空白が生 じた
という考えもある。だが,青 花や釉裏紅の以前か ら焼成されている青白磁では,文様 は器面全
体にあらわされることがほとんどである。またLの作例では,見込みの文様で青花 と釉裏紅に
共通 しているものがあることか ら,両者の同時代性は認められる。以上のことから,釉裏紅に
み られる空白箇所,特 に多 くの瓶や壷に共通する裾部や,匝 の外側面に見 られる空白箇所は,
技法の初期ゆえに生 じたという可能陸は低いと思われる。また,銅 はコバル トと比較 して,焼
成が困難でにじみやすいために空白が設けられた,と いう可能性も少なそうである。なぜなら,
残 された作例からも明 らかであるように,焼 き上が りの出来不出来は,空白部分の有る無 しで
左右 されるものではない。
では,こ うした空白箇所は,なぜ生 じるのであろうか。各表か ら,穂裏紅の空白となってい
る箇所 は,青白磁や青花ではほとんどがラマ式蓮弁文で占められていることがわかる。っまり
釉裏紅における空白部分が生 じる原因の一っは,青花や青白磁で多 く用いられるラマ式蓮弁文
がほとんどみられないことによる。釉裏紅で もなかにはラマ式蓮弁文が用い られている作品も
数えることができるが(既 に作成 した表1～4か ら,釉裏紅玉壷春瓶で四点,釉裏紅罐で三点,
釉裏紅梅瓶で二点。大半はにじみが多 く判別 しがたい),しかし,それらの多 くは頚部や肩部
にみ られる覆式 ラマ式蓮弁文(図7参 照)で あり,青白磁や青花の玉壷春瓶や罐,梅 瓶の裾部
のほとんどを占ある花弁が上向いた仰式 ラマ式蓮弁文は,今回取 り上げた釉裏紅の全作例でわ
ずか三点(表2b・no,17の玉壷春瓶と表4b・no.1,2の梅瓶二点)を 数えるに過 ぎない。
青白磁や青花で多用される仰式 ラマ式蓮弁文が,釉裏紅でほとんど使用されていない事実は,
景徳鎮窯における釉裏紅の位置付けを考える上で重要な手がか りとなると思われる。この点に
ついて,以 下考察を行ないたい。
5.ラマ式蓮弁文 について
ラマ式蓮弁文は,元代だけでなく,明代にわたって も用いられ,編年の手がか りとしても重
要視される文様である。青白磁や青花では多用される文様が,釉裏紅ではみ られないのは,し
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か し,ラ マ式蓮弁文 に限 らない。 たとえば龍文様(青 白磁刻花紅釉 を除 く)も そ うである。龍
文 は中国で は皇帝 をあ らわす特別 な文様であ る。 この ような文様 が,釉 裏 紅ではみ られないの
は,そ の文様 の特別 性ゆえに釉裏紅 での使用が禁 じられて いた可能 陸があ る。 「元史 」 で は,
双角五爪 の龍 を禁 じる記述 があ り注16,龍文様,中 で も五爪 の龍 の使 用 は厳禁 されて い た。 ラ
マ式蓮弁文が釉裏紅で ほとん ど見 られな いの は,そ れ もまた龍文 と同 じよ うな制約 を受 けてい
た可能 性 も考 え られ る。 ラマ式蓮弁文 は,従 文様 あるいは副次的文様 と呼ばれ るものであ り,
景徳鎮窯 では元代 にな って新 しく登場 した文様で ある。枢 府 白磁 や,1320年頃の韓 国新 安沖
の沈没船か ら発見 され た青 白磁 にはラマ式 蓮弁 文が既 にみ られ る。 この ことか ら青花 の誕生以
前 か ら景徳鎮窯で の使用 は始 ま って いた。お そ らく景徳鎮窯 にお けるラマ式蓮 弁文 の初 源 は,
枢府 白磁 あるいは青 白磁で あったのだ ろう。筆 者 はここで,枢 府 白磁上 のラマ式蓮弁文 に注 目
したい。枢府 白磁 は,磁 器上 に枢府 とい う文字 が型 押 しされてい るところか らこの名がつ け ら
れる。朝廷が使用す る御器で あった と考え られてい るの は,元 時代 では禁止 されて いた五爪 の
龍が装飾 されて いるか らで ある。そ して,そ こに は従文様 として ラマ式蓮弁文 が使用 されてい
る。以下 ぽ 高足杯の枢府 白磁,青 花,釉 裏紅 の表 であ る。枢府 白磁 の中で高足杯 を選 んだ理
由は,枢 府以外 に も,青 花 釉裏紅の技法 を この器 形に見 ることがで きるか らである。龍 の爪
の数 に言及す るため,こ の表 に限 り,龍 の爪 の本数 を付 けてい る注17。
〈表5>a.枢府高足杯
外側の文様 内側の文様 所 蔵 ・ 典 拠
1× 〇五爪龍文・ラマ式蓮弁文14(82年 第4期)
2× 〇五爪龍文・ラマ式蓮弁文8(図16)
3xO四 爪龍文・花文 大英博物館18(図5)
4× 〇四爪龍文・花文 高安県博物館14(88年 第5期)
5× 〇四爪龍文 旧HarryGarnerコレクション21(図121)
6× 〇四爪龍文 フィラデルフィア美術館21(図122)
7× 〇三爪龍文14(82年 第4期)
8× ○龍文 韓国国立中央博物館1(図189)
9× ○龍文 上海博物館4(図9)
10× ○ラマ式蓮弁文22(図70)
b.青花高足杯
外側の文様 内側の文様 所 蔵 典 拠
10三 爪龍文 アシュモリアン博物館21(図131)
20三 爪龍文 ○印花四爪龍文 南京市博物館12(図31)
30三 爪龍文 ○印花四爪龍文2(図63)
40三 爪龍文 ○印花ラマ式蓮弁文 大英博物館18(図6)
50三 爪龍文 ○印花ラマ式蓮弁文 北京故宮博物院10(図139)
60三 爪龍文 ○印花龍文Mr.andMrs.Severanceコレクション21(図130)
70三 爪龍文 ○印花龍文10(図140)
80纏 枝菊文 高安県博物館12(図25)
90梅 月文6(図67)
100梅月文 .14(82年 第2期)
110松文14(82年 第2期)
120竹文14(82年 第2期)
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130鳳凰文10(図143)
14xO梅 枝文14(86年 第1期)
c.釉裏紅高足杯
外側の文様 内側の文様 所 蔵 典 拠
10菊花文 高安県博物館14(82年 第4期)
20梅枝文 ○印花唐草文R.F.A.Riescoコ レクション20(図2B)
d.青白磁紅釉高足杯
外側の文様 内側の文様 所 蔵 典 拠
10紅斑O印 花菊文 高安県博物館14(82年 第4期)
20紅斑 北京故宮博物院10(図177)
(文様のある箇所は○,無い場所は×で表す。典拠中の数字は文末の一覧を参照)
表か らは,青花高足杯の龍の爪 は三本であるが,枢 府では四本あるいは五本のものがある注is。
っまりラマ式蓮弁文が釉裏紅でほとんどみ られない理由として,次 のような仮説が立てられる。
ラマ式蓮弁文 は,景徳鎮窯での使用が開始され始めたごく初期に,御器上で民間での使用が禁
止 されていた五爪の龍 と共に用いられた。このことか ら,龍の尊貴性がラマ式蓮弁文に付加さ
れ,そ の使用に際 しても,龍文と同 じような制約を受けるようになったという考えである。そ
れゆえ,龍文様の使用が可能な青白磁や青花ではラマ式蓮弁文が使用されているが,龍文様自
体が使用されていない釉裏紅では,ラ マ式蓮弁文の使用 もまた制約されているのではないだろ
うか。
6.例外的な作例について
こうした推定を聞接的に証明すると思われるのが,釉 裏紅で例外的にラマ式蓮弁文が使用さ
れている作例である。釉裏紅では,ややにじみが目立っ ものも含めると,表1～5の 中の九点
にラマ式蓮弁文の使用が確認された。そのうちの六点は,叛の頚部や肩部に覆式 ラマ式蓮弁文
として使用されたものであり,青白磁や青花に多用される仰式ラマ式蓮弁文 は,釉裏紅三十点
中三点に過 ぎない。だが,そ の例外的作例である三点ともに,青花のラマ式蓮弁文とは異なる
表現がされている。一点はフィリピンで出土 した釉裏紅玉壷春瓶(図14)であ る。裾部のラ
マ式蓮弁文 は,青花の,肩 が角張 って左右がやや聳えるようになるものとは違い,全体に丸み
を帯びる。同じく東南アジアで出土 し,装飾構成 も似通 った青花玉壷春瓶(図13)と比較 し
ても,その相違は明らかである。 このように肩部分に丸みを帯びるラマ式蓮弁文は,今回調べ
'た 青花の中では見 られない。さらに,よ り異なった特長をあ らわしているのが,釉 裏紅梅瓶
覧(図12)の ラマ式蓮弁文である
。 この釉裏紅のラマ式蓮弁文の外枠は,アルデビル廟に伝世 し
た青花盤注19の見込みのラマ式蓮弁文や,ト プカピ博物館 の青花八角瓢形瓶曲 の口部のラマ式
蓮弁文の外枠を連想させる。 しかし,蓮弁内に描かれる文様や,蓮弁の外枠 と内枠の間の奇妙
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な丸や点は,青花に類例を見ることができず,明 らかに青花 とは異なる表現がされている。つ
まり,ラマ式蓮弁文がほとんど見 られない釉裏紅にも,わずかに例外的な使用が認あられなが
らしか し,そのいずれ もが青花のラマ式蓮弁文では見 られない表現がされている。こうした点
は,釉裏紅におけるラマ式蓮弁文の使用の制約を示唆 しているのではないだろうか。
器形の裾部の文様に関 しては,青花 にも,また例外的な作例がある。青花折枝花卉文玉壷春
瓶(図15)は,今回調べた青花のなかで唯一,裾 部が空白となっている。裾部に文様が見 ら
れないだけではなく,口部の文様 も空白となっており,さ らに頚部には蓮弁文が描かれている。
このことから,青花玉壷春瓶というより,釉裏紅玉壷春瓶に特長的な装飾構成を示 している。
しか し,瓶の胴部には,至正様式の青花に頻出する射干 という文様が描かれる。今回調べた釉
裏紅の中で,射 干が使用されているものは一点 もみられない。すなわち,この青花玉壷春瓶は,
釉裏紅と同様の装飾構成を示 しながらも,描かれる文様は,注意深 く青花の文様が選ばれてい
'るようなのである
。こうしたそれぞれの技法に見 られる例外的な作例は,非常に興味深 く思わ
れる。元時代の青花と釉裏紅は,似通 った文様,似 通 った装飾構成を互いに示 しながらも,全
く同 じ作例をほとんどみることができない。その理由として,両者の間では装飾構成や,と き
には文様で意識的な相違が設 けられていたと考えられるかもしれない。
おわ りに
元時代景徳鎮窯では多 くの種類の磁器が焼成 されている。それ らには様々な技法が用い られ,
ときに技法は併用される。それゆえ,取 り上げる個々の作例によって,当 時の景徳鎮窯に見 ら
れる種々の技法に対する考え方も異なってくる。 これまでは,い くっかの作例を取 り上げ,そ
れ らをっないでいくことで,元 時代後期景徳鎮窯を理解 しようとする方法が主にとられてきた。
本稿では,対象とする技法の中から,可能な限 りの作例を取 り上げ,その大部分がわずか数十
年の間の作品群であることを考慮に入れ,あ えてそれらを平面上にとらえたうえで比較を試み
た。
その結果,青 白磁や青花,釉 裏紅それぞれは,装飾構成に,技法 ごとの特長がみ られること
が明 らかとなった。 これまでにも研究者によって指摘されて きたように,青花では器面全体に
文様が充填 される傾向にある。青白磁では,玉壷春瓶の口部に文様が見 られないものの,罐 や
梅瓶では青花と同様の装飾構成を示す。釉裏紅では匝の外側面や,玉 壷春瓶や罐の多 くで,裾
部が空白となっている。ただ,青 白磁刻花紅釉は,玉壷春瓶や罐の比較のところで も触れたよ
うに,器種によりその特長が異なるため,技法 ごとの特長を示す ことができなかった。 〃
釉裏紅で,器 面の一部に空白が生 じているのは,青 白磁や青花で多 く見 られる仰式ラマ式蓮
弁文の使用が,釉裏紅ではほとんど見 られないことがひとっの要因であると考える。青白磁や
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青花 に多用 され る文様 が,釉 裏 紅においてみ られないの は,ラ マ式蓮弁文 だけでな く,龍 文 も
また同様 であ る。 龍文,中 で も五爪 の龍 は,民 間で使 用が禁 じられてお り,御 器 である枢府 白
磁で,ラ マ式 蓮弁文 と共 にその使用 を見 る ことがで きる。 ラマ式蓮弁文 は,景 徳 鎮窯 にお ける
その使 用が行 なわれ るよ うにな った ごく早 い時期 に,枢 府 白磁上 で,五 爪の龍 と共 に用 い られ
た ことか ら,五 爪 の龍 の持 っ尊貴性 が付加 されたのではないだろ うか。 それゆえ,龍 文が使用
されていない釉裏紅 では,ラ マ式蓮弁文 もまた見 る ことがで きないと も考 え られる。
っま り釉裏 紅は,青 白磁 や,御 器 である枢府 白磁,富 裕 なイス ラム圏へ の輸 出品で もあった
青花 と比 べて,よ り民 間に近 い もので あったと思 われ る。青花 に比べて釉裏紅 は伝世品を含め
て,現 存 す る作例 が非常 に少 ない こと もそ うした考 えを裏付 ける。以上 の ことか ら,釉 裏紅の
装飾構成 が,青 花 と比較 して簡素 であるの は,全 てが技法 の発展段 階によ るもの とは限 らず,
文様 の制約 ゆえに,簡 素 にとどま って いる可能 性 もまた考 え られよ う。
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